
                    ご 挨 拶  

 校庭の桜も散り、早くも新緑の季節を迎えました。今年は桜をゆっくりと眺めて新年度の 

スタートを切る間もなく、各職場・学校で感染症拡大対策に追われているところと推察して

います。今年度は本校教職員が大幅に入れ替わり、新たな学校づくりが始まりました。１４

６年の長い歴史を誇る小佐井小学校のこれまでの歩みを丁寧に「継承」しながら、新しい時

代に生きる子どもたちの育ちを豊かなものにしていきたいと考えています。 

令和２年度は、学校教育目標を 

「自ら学ぶ意欲と考える力を持ち、心豊かで、たくましく生きる子どもの育成」 

と設定いたしました。 

一番大切なことは、全員に人として生きる上で大切な「思いやり」「優しさ」「協働する

気持ち」を育て、「人や自然を愛すること」を教えることです。学校の教育課程（授業や行

事等）を通して、保護者の方々との連携・協働した活動をおこなう中で、育成を図ってい

きたいと考えています。また、基礎学力・体力の向上も喫緊の課題です。好奇心旺盛で「学

ぶこと」や「問題を解決すること」が好き、「体を動かすことも好き」な子どもを育てたい

と考えています。残念ながら本年度は全国学力・体力テストが中止となりましたが、各教

科単元の定着確認をきめ細かく行い、あせらず、丁寧に、学習内容の定着を図ります。 

  

もう一つ大切なことは生活習慣の確立です。子どもにとって最も楽しみことは食べること

です。「ご飯」をしっかりと食べ、時々、おやつなどがあれば、子どもの心は安定したもの

となり、自然と成長していきます。また、心と体の健康にとって必須な「十分な睡眠」も大

切です。一定の時間に就寝する習慣をつけさせてください。学校でも重点的に指導をいたし

ます。そして最後に「お風呂」です。一日の汚れを毎日落とし、「今日も一日頑張ったね。」

と声をかけてください。きっと子どもは満足して一日を終えることと思います。３つの生活

習慣の確立を重点課題として、学校と連携していきましょう。 

  

 本年度、新入生９３名を迎え、児童数４７１名となりました。少子化の中で児童・生徒数

が増加している学校は、中学・高校を含めてもそう多くはないと考えています。学校と保護

者・地域の皆様が力を合わせ、「活気ある、朗らかで明るい、伸び行く学校」をつくり、一

人ひとりを輝かせていきましょう。 
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